
　 能登半島復興祈念SUPレース 
安全対策報告

令和６年９月１日、台風10号の接近によりコースを変更し龍屋の前にブイ設置で三角コース一周
3kmを反時計回り2周で６kmとしました。 
風は北東の風、龍屋前1～2m、沖合の突風は約5m。 
オレンジ色印に2隻の船舶を配置。コース内船舶はマリン事業者、第2ターンブイ付近の船舶には
JSPA資格保持者を同乗させ緊急時に主催者の指示を待たずに選手リタイアの判断を委ねる。また、
救助の訓練をしているためSUPよりも早い移動が可能な船舶で待機。

海に出る救助スタッフは携帯電話などの通信機器を持参。スタッフビブス着用。SUPでの待機ス
タッフは①コース付近の風下に待機。選手全員の通過を確認してから②コースの風下に移動。②
コースでは、選手が沖に出過ぎないように、コース内側の待機。 
事前会議で選手の技量やゼッケン番号をスタッフ間で共有。 
子供、初心者向けに開催した2kmコースのレースは、第1ブイ、第2ブイを龍屋の近くに移動し小
さな三角コースを作り、時計周りで一周。風の少ないエリアでの開催のため、船舶、SUPスタッ
フは見守り。 
全員が海からあっがったかの確認のため、帰着の記録を確実に行う。 



次回、開催にあたり改善すべき事項

ライフジャッケットの統一とライフジャケット着用を常識に

選手、スタッフ共に固形ベスト型で充分に浮力のあるライフジャケットの着用をお願いしま
す。 
龍屋はJSPA公認スクールで、SUP安全推進プロジェクトの推進団体に所属しています。 
龍屋が主催するSUPでのイベントや活動の際は、スタッフが日頃から活動エリアの気象条件
やこの地だから起こりうる事故の可能性を洗い出し徹底した注意喚起を行なっています。 
普段SUPで活動されているエリアでは起こらないような事も場所が変われば起こる可能性が
あります。 
参加する選手やスタッフの皆さんが、同じ安全意識を持てるように、まずはそれぞれのエリア
でのルールを知って活動しましょう。
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